
学科名

科目名

科目区分 単位数 2 開講時期 2年前期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

70%
0%
0%
0%
30%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 97 名
定期試験
受験者数

90 名 合格者数 84 名 合格率 93%

受講者が多く、友達同志で後ろのほうに着席するので授業中の私語がとにかく多い。再三の注意にもなかなか改
善されない。来年度からは学籍番号順の着席を予定している。

昨年度と同様に分かりやすい授業を心がけているが授業評価の向上に結び付いていない。質問時間を設けても
全然質問が出ないのも昨年と同じである。予習、復習をほとんどしないなど、学生自身の勉学態度も改めてほし
い。

２０１４年度　前期 リフレクションペーパー

昨年度の反省から今年度は演習2回をやめて小テストを多く実施する予定であったが、実質的な講義時間が制約
されることから実施出来なかった。

建築設備の基礎

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 

建築・デザイン学科

・建築技術者として地球環境保護の必要性とそのための役割について理解し、説明できる。：達成した。
・建築設備工学の全体像と役割、基本的知識を理解し、説明できる。：達成した。
・建物の快適室内環境を実現するための基礎的な技術手法を理解し、説明できる。：達成した。
・基礎的な設備設計の計算ができる。：達成した。

必修科目（建築工学コース、建築コース）／選択必修科目（デザインコース）

斎藤健二

・建築技術者として地球環境保護の必要性とそのための役割について理解し、説明できる。（A5)
・建築設備工学の全体像と役割、基本的知識を理解し、説明できる。（B3)
・建物の快適室内環境を実現するための基礎的な技術手法を理解し、説明できる。（B3)
・基礎的な設備設計の計算ができる。（B3)

4/7   導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法
4/14  建築設備の役割、地球温暖化防止について
4/21  給排水衛生設備の概要、用途別給水量、器具の必要圧力
4/28  各種給水方式、給水量の算定
5/12  給水負荷単位、流量線図、給水管径の求め方
5/19  給水管径の求め方
5/26  給湯設備の概要、
6/2   衛生器具、演習1
6/9   排水通気設備の概要
6/16  ガス設備、防災設備
6/23  空気調和の概要
6/30  空気調和の方式、単一ダクト方式、変風量方式
7/7   空気線図の使い方、湿度の表し方
7/14  冷暖房負荷計算の概要、演習2、授業評価アンケート
7/21  定期試験（６０分）
7/28  定期試験の解説

実技

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習 計

0%
0%
0%

100%


